会　　議　　録
	会議の名称
	令和２年度　第３回文化財審議会

	開催日時
	令和３年３月１０日(水)　１５時００分～１７時００分

	開催場所
	中央図書館　集会室

	出席者
	吉川節男委員、佐々木眞理子委員、大久保善郎委員、塩入たま江委員、
松本伸行委員、杜多堯慶委員、小林浩委員
事務局（堀副課長、佐藤主任）

	欠席者
	深迫課長、大野主事補

	会議次第

	１．協議事項
(１) 市指定文化財指定・認定基準及び文化的景観における選定基準について
２．その他

	会議資料
	・文化財保護事業に関する資料

	公開・非公開
	公開（傍聴人　０人）

	会議録確認
	吉川委員

	会議内容
あいさつ（議長・副課長）
１．協議事項
（１）市指定文化財指定・認定基準及び文化的景観における選定基準について
　事務局：前回の審議会において指定・認定基準の案については、提示のうえ承認していただいたが、文化的景観における選定基準については、一部ご指摘があったのでその部分を訂正させていただいた。ご確認いただき、更なるご意見を伺いたい。内容としては様々な景観地が含まれた「遠景」の部分については、第２項の「複合した景観地」の中に含むものとさせていただいた。また、文化的景観の中でもより自然的景観に近い「原風景」の景観など、第１項から外れてしまう文化的景観について漏れなく審議できるよう、「その他、特に地域の生活に密接に根差した風土の景観地」を入れさせていただいた。
　委　員：話が少しそれてしまうが、文化的景観が指定となるとその中での行為、例えば竹林で指定されたと仮定して枯れ葉の除去や竹の伐採行為などは、制限がかかるようになってしまうのか？
　事務局：竹林全体を伐採するような、景観が破壊される行為は制限してゆくことになると思うが、日常生活を送るうえでの行為は制限されないものと考えている。
　委　員：先の話になるが、文化的景観が指定されていくようになった際には、事務局として想定される景観地の候補はあるのか？
　事務局：今現在として事務局の中ではまだ白紙状態であるが、昨今の急激な開発行為により景観が移り変わっていく中、今後文化的景観地として指定していく必要はあると考えている。

　委　員：新たに追加された「その他、特に地域の生活に密接に根差した風土の景観地」という文言は少し分かりづらいため、「その他、地域の風土と生活に密接に根差した景観地」と変えてみてはいかがか。
　事務局：提案していただいた文言は非常にわかりやすいので、委員の方々でご承認いただければ、そちらに変更させていただきたい。
　議　長：それでは、文言の変更を含めた内容全体についても他にご意見がなければ、承認でよろしいか？
→　委員承認。
２．その他
特になし。


